
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.26 2021. 2 

 

※今月寄稿していただいた 

大塚理子さんの写真です。 

 

♧トピックス♧ 
▶患者さんからの投稿 

「感謝を大切に」 

▶医用工学研究室だより 

 ～スマートディスプレイでの遠隔見守りについて～ 

▶手術室 

 安全に手術を受けていただくために 

～手術室での取り組み～ 

▶理学療法部門紹介 

～車いすについて～ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝を大切に 

 

大塚理子 

 

 私は、小学２年生のころ、脊髄出血という原因不明の病気で車いす生活を余儀なくされ

ました。夜中に太もものあたりに違和感を覚え目が覚め、翌朝病院を受診したときに徐々

に立っていられなくなり、気づいた時にはベッドに横たわっていました。 

 その後の検査で分かったことですが、胸椎７番あたりから出血していたようで、臍下か

ら感覚がありません。当時は大分県に住んでいたので、受診した病院から大分大学病院へ

転院したのち、せき損センターへ転院し、リハビリに励みました。記憶はおぼろげですが、

自己導尿訓練や、移乗訓練や歩行訓練等、当時の先生方には大変お世話になりました。 

 

退院後は、福岡県の小学校へ転校することになりました。転校先の公立小学校は多目的

トイレとエレベーターがあり、ハード面では大きな不自由を感じることなく学校生活を送

ることができました。また、同区域の公立中学校にも多目的トイレとエレベーターがあり

ました。 

車いすユーザーにとって、ハード面での環境整備はとても大切です。身体障害によって

生じる「階段を登れないこと」「通常のトイレを使用できないこと」など、社会生活上の物

理的な障害は、環境整備によってある程度取り除くことができるからです。 

また、周囲の理解や協力は不可欠です。私の場合は、ありがたいことに周囲の環境が整

っていたこともあり、「自分が障害者であること」をそんなに意識することなく、生活をす

ることができました。成長の過程で「なぜ私は立てないのだろう」「なぜみんなのように歩

いたり走ったりできないのだろう」と自分の境遇を思い悩み、周りに当たり散らした時期

もありましたが、根気強く見守ってくれた両親をはじめとする周囲の大人、「車いすに乗っ

ているから」「障害があるから」と特別扱いをせずに接してくれた友人たちのおかげで、乗

り越えることができたと思います。 

 

そんな私が初めて壁にぶつかったのは高校受験の時でした。受験したい公立高校には、

エレベーターや多目的トイレがなく、学校説明会では、「うちは進学校なので、車いすユー

ザーである生徒のフォローを、他の生徒や先生にさせる余裕はありません」と、伝えられ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。今まで恵まれた環境で生活をしていた私にとっては、初めて「車いすユーザーで

あること」「障害者であること」で可能性を閉ざされた衝撃の体験でした。 

そこで、受け入れに消極的である高校への受験は断念し、母の友人の紹介でエレベータ

ーと多目的トイレが整備されている公立高校の存在を知り、進学することにしました。あ

りがたいことに先生方に理解があり、教室を１階に設置してくれたり、段差解消装置をつ

けてくれたりなどの配慮をいただき、不自由なく生活することができました。おかげで、

健常者の生徒と変わりなく、学業や部活動に励むことができました。 
 

 

大学受験については、「自分がこれからも車いすユーザーとして生きていくにあたり、必

要な知識とは何か。また、こんな自分でも何かできることはないか」という視点から、社

会福祉に関する学部のある大学を受験しました。高校受験では、学力以外の要素で断られ

た経験があったので、大学受験では絶対に学力以外で妥協したくないと、勝手に自分自身

の中でリベンジに燃えていました。希望の大学は、山深いところにあり、お世辞にもバリ

アフリーな立地ではありませんでしたが、建物自体にはエレベーターや多目的トイレが設

置されていました。大学説明会では、教授から「タクシーで登ってくればいいじゃない、

いけるわよ」と背中を押してもらったこともあり、受験を決め、運よく入学することがで

きました。大学生活の中で、福祉とは何か、障害とは何か、自分の人生や将来と向き合う

時間を過ごせたと思っています。 

就職活動では、エレベーターと多目的トイレが設置されていることを条件に仕事を探し、

地元の市役所に就職することができました。通勤には、手動運転装置を取り付けた車を利

用しています。入庁後は、一般事務職として国民健康保険に関する業務に携わりました。

大学時代に社会福祉士の資格を取得したこともあり、社会保険に関する知識を活かすこと

ができました。 

入庁してからしばらくすると、左座骨部に褥瘡を作ってしまい、半年ほどせき損センタ

ーにて入院治療を行いました。自分自身での身体のケアをおろそかにしていたことが原因

でした。「障害はあるけど、自分を障害者であると思って生きていない！」と息巻いていた

私にとって、反省すべき出来事でした。本当の意味で自分の身体障害と向き合えていなか

ったのかもしれません。治療を経て、現在はうまく自分の身体と付き合いながら生活を送

れていると思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、かねてよりお付き合いしていた男性と結婚しました。 

車いすユーザーでは、ドレスや白無垢を着ることが難しいか 

なと気後れしていましたが、良きウエディングプランナー、 

ドレスコーディネーターの方との出会いがあり、どちらも着 

ることができたことは一生の思い出です。 

 車いすユーザーとして生活して、気づけば 20 年を超えまし 

たが、周囲の人たちの理解や周囲の環境整備のおかげで、不 

自由なく生活してこられたと思います。車いすユーザーを取 

り巻く社会環境はこの 20 年で大きく変わり、今ではバリアフ 

リー環境の整備が随分と進みました。それでも、やはり周囲 

の人の手を借りなければならない場面や、理解が必要な場面は多くあります。「人の手を借

りないで自分自身の力でできる」喜びは大きいですが、同時に、そのような環境に身を置

けること、また、周囲の人への感謝の気持ちを忘れず、これからも生活していきたいと思

います。 

大塚理子さんの紹介です。 

 

小学2年生頃に突然車椅子生活を余

儀なくされ。大分県から福岡県のせき

損センターにリハビリ入院し、社会復

帰を目指しました。 

その後は、福岡で生活され、大学、

就職、結婚と幸せな人生を歩んでおら

れます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


